
ありたい姿の実現に向けた「まちづくりに込める想い」（基本理念）の整理

№ ありたい姿（キーワード）

6 あらゆる災害への備えが整っている

7 誰もが災害時に自分がとるべき行動を理解し、相互に共有している

8 犯罪や交通事故が少なく、まちの安全安心が守られている

11 健康寿命が延伸し、自立した暮らしを送っている

12 必要なときに必要な医療を受ける体制が整っている

27 機能的・安定的な都市基盤が整い、市外・県外とつながっている

28 車を運転できなくても安心して生活できる環境が整っている

29 空き地や空家等の利活用が促進され、地域コミュニティが維持されている

31 持続可能な行財政運営が行われている

1 自分らしい生き方ができている

2 多様性が認められ、誰一人取り残されない社会となっている

13 高齢者や障害者がいきいきと暮らせる居場所を持ち、活躍している

3 市民一人一人が地域に愛着や誇りを感じている

4 若者が戻り、移住する人が増えている

5 あらゆる主体が「自分事」としてまちづくり・地域づくりに関わっている

22 中山間地域の暮らしと文化が継承され、多くの人に認められている

24 学校や地域が一体となって、子どもたちの成長を支える環境が整っている

9 良好な生活環境や豊かな自然環境が維持されている

10
市民・企業の主体的な行動により、カーボンニュートラルが大きく進んで
いる

16 地域経済の好循環が生まれ、まちに活気が生まれている

17 市内企業が全国、世界で活躍している

18 多くの人が訪れ、まちに賑わいがあふれている

21 農林水産業の魅力と価値が高まり、生業として確立している

26 地域の伝統文化が守られ、地域のかけがえのない魅力となっている

30 憩い・集い・くつろげる質の高い空間が形成されている

14 このまちで子育てしたいと思う人が増えている

15 子どもが健やかに育っている

19 多様な人材が集う、魅力ある雇用の場が創出されている

20 希望するワーク・ライフ・バランスに応じた働き方が定着している

23 子どもたちが自分の未来を描き、主体的に行動できる力が身についている

25 多様な学び方が選択できる教育環境が整っている

ありたい姿の共通事項

上越らしさ
（私たちの「あたりまえ」の中にある大切にし続けたいまちの価値）

基本理念

① 安心な暮らし

② 多様な暮らし

③ つながり、共に創る

④ 魅力と賑わい・交流が生まれる

⑤ 夢や希望、未来を育む

自然との共生

先人が紡いできた歴史・文化

共助の精神

• 社会や環境の大きな変化に対しても、柔
軟かつしなやかに対応することができ、
人や地域のつながり・支え合いの下で、
安心して暮らすことができるまちとなっ
ている

• 市民一人一人が、その年齢や性別、個
性や価値観にかかわらず、居場所と出
番があり、生きがいを感じながら、自
分らしく働き、暮らし、活躍できるま
ちとなっている

• 行政、地域、事業者、団体、個人など、
多様な主体が手を取り合いながら、
「自分事」として市民生活やまちの様々
な課題の解決に取り組み、新たな価値を
共に生み出すまちとなっている

• 奥深い歴史と自然が共存する当市なら
ではの魅力を磨き、その価値を高め、
さらには広く認知される中で、新たな
交流・賑わいが生まれるまちとなって
いる

• 若者をはじめ、市民一人一人が学び、
挑戦し、活躍できる環境が整い、未来
に向かって希望や夢を抱き、実現でき
るまちとなっている

• 雪国だからこそ感じられる自然への畏怖の念、四季折々
の美しい自然とともに生きる喜び。豊かな自然と風土の
中で育まれた恵みをいかした食。季節に寄り添った暮ら
しを、あまた享受している

• 上杉謙信公の居城であった春日山をはじめとした当地な
らではの奥深い歴史や文化、その精神性が連綿と受け継
がれている

• 雁木に象徴される雪国の暮らしや古から当地の生業を支
えてきた農業を通じて、思いやりや支え合い、助け合い
の精神が宿っている

上越市ならではの
快適で幸せな暮らし

世代を超えて、全ての市民が、誰

一人取り残されることなく、安心

感や幸福感、満足感に包まれなが

ら、自分らしく健やかに暮らし、

のびやかに学ぶことができる当市

ならではの快適で幸せな暮らしを

実現する

◇ 各分野の2040年のありたい姿 ◇ 検討の視点 ◇ まちづくりに込める想い
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